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自己評価報告書  

平成３０年度 日本橋中学校   自己評価報告書 

学校（園）名：日本橋中学校    所在地：中央区東日本橋１－１０－１ 

校（園）長名： 平松 功治            

児童（生徒）数  ３３４  学級数 １０   教員数 １７ 職員数  ２５ 

１ 重点目標の達成状況及び取組状況 

重点目標１ 

 「生徒一人一人を大切にした学習指導で学びの質を保障し、確かな学力の向上を図る。」 

学力向上に関しての取組の評価として、 

・授業時数の確保は、三者(教員、保護者、生徒)とも８０％以上、授業規律の徹底については約

８５％と高い肯定的評価を得られた。  

・授業内容等の質に関する部分では、教員、生徒は、７５％を超える肯定的評価だったが、保護

者は約６０％と低い数値となった。これは、「分からない」と回答する保護者が１０％を超え

たのが、理由として考えられる。  

・サプリノートの取組や家庭学習に関しては、三者とも肯定的評価の割合が他に比べ低く、課題

と捉えていることが分かる。家庭との連携を密にした自学自習の取組を進めたい。 

 

重点目標２ 

「暴力やいじめがなく、生徒同士、生徒と教師が、規律をもって豊かに関わり合う。」 

・いじめ、不登校等問題行動の早期発見についての評価は、保護者、生徒共に２０％弱が課題と
する回答があった。生徒一人一人を大切にした対応をさらに進め、肯定的評価をさらに高めて
いきたい。 

・道徳については教科化を見据え、話し合い活動の充実を目指した結果が、三者の肯定的評価の
割合に現れた。 

・運動会等の行事に関しての肯定的評価が三者とも９０％を超え、充実した活動を通して多くの

生徒が達成感を味わうことができている。委員会活動への取組方で、昨年度の生徒の数値が大

幅に改善した。生徒会主催の清掃ボランティアや募金活動が定着した結果であろう。       

 

重点目標３    

「日々の学校生活を健康･安全に過ごすとともに、 

将来展望性をもたせる活動を充実させる。」 

・オリパラ教育に関しての評価指標を今年度初めて取り入れた。保護者の「わからない」と回答

した割合が他に比べ高かったので、２０２０年に向けて取組内容を充実させ周知したい。 

・キャリア教育に関する設問は、三者とも約９０％が肯定的な回答で、充実した取組になってい

たと言える。 

・体を動かす機会の充実は、課題意識のある生徒が多く、昼休みの体育館開放など運動機会の少

ない生徒の意識や体力向上を目指したい。 

・外部講師による将来展望性に関しては三者とも８０％以上の肯定的評価で充実した取組になっ

たと言える。 

 

 



 - 2 - 

２ 重点目標以外の自己評価における達成状況及び達成のための取組状況 

保護者の評価で肯定的評価の割合が８０％を超えたのが、 

①教員の対応や言葉遣い(９５．０％)  ②学校公開等の情報公開（９４．３％）、 

③生徒の学校生活の様子（９０．４％） ④保護者の学校行事への参加のしやすさ(８９．４％)

⑤学校の通知文（８９．０％）     ⑥規範意識や思いやりの心の育成（８５．５％） 

⑦学校への相談のしやすさ（８５．５％）⑧教員の生徒への接し方(８５．１％) 

⑨安全対策(８３．６％)        ⑩学校・家庭・地域の連携（８３．３％） 

と２０項目中１０項目あった。 

また否定的評価の割合が２０％を超えたのが、 

①基礎学力の定着への取組（２６．３％）②コンピュータの活用（２２．８％） 

③生徒の地域行事への参加（２２．０％）④評価の在り方（２０．６％） 

⑤保護者の教育活動への関わり(２０．５％) 

と５項目あり、引き続き教育活動を充実させていきたい。 

 

３ 今後の改善方策 

（１）少人数指導・個に応じた指導の充実…学力向上に関しては、保護者の関心が高く課題意識

が他の項目に比べて高い数値である。区講師を活用した少人数による授業を充実させるととも

に、一斉指導における個に応じた指導を丁寧に行うことを各教科で徹底し、更なる学力向上に

努める。 

（２）学校評価の在り方の改善…今年度学校評価の在り方を検討し、生徒の学校評価を終え、そ

の結果を保護者に伝えた後に保護者アンケートを実施した。その結果、保護者アンケートの回

収率が８５％以上になり、前年に比べ、１５ポイント上昇した。また「分からない」と回答し

た割合が、１４％から１１％に減少させることができた。 

（３）新しい教育課題への対応…ＩＣＴ教育、道徳の教科化、特別支援教育等の本校の解決すべ

き教育課題を明確にし、その解決に努めるカリキュラムマネジメントを充実させる。 

 


